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§１．研究成果の概要 

 

  本研究の目的は、複雑システムから得られた時系列から数理モデルを構築する技術を 開発

し、Web データ分析・マーケティング・脳科学などに適用して有用性を実証することである。2021 年

度は、A. イベント情報を活用した時系列解析技術の開発、 B. フェークニュース拡散のモデル構

築、を進めた。 

  ソーシャルメディアデータでは、イベント自体の情報 (投稿メッセージ、動画の内容) が重要であ

るにもかかわらず、時系列解析では無視されることが多かった。2021 年度には、Wikipedia 記事の

閲覧数データに焦点を当て、記事の内容 (イベント情報) を考慮に入れた時系列モデルを開発し

た。選挙、サッカーの試合など様々な社会的イベントに関する Wikipedia の閲覧数データを解析

した結果、人々の興味・関心が変化する時間スケールは記事の内容に応じて大きく変わることが明

らかになった。また、イベント情報を活用した提案モデルによって予測精度が大きく向上することを

確認した (Kobayashi et al., ICWSM, 2021)。 

  また、ソーシャルメディア (Twitter, Facebook 等) でのフェークニュース拡散の数理モデル化の

研究を行なった。この研究では、 

①  ニュース自体の拡散、 ② そのニュースが偽であるという事実の拡散、 

の 2 段階で拡散するという数理モデルを提案した。我々は、2 種類のデータセット (2019 年の英語

データ、東日本大震災直後の日本語データ) を用いて、提案モデルの予測精度を調べた。この結

果、提案モデルは既存モデルに比べ、高い予測精度を達成することを確認した。また、拡散の後

半になると、「このニュースがフェークである」という情報が拡散しがちになることを確認した 

(Murayama et al., PLoS ONE, 2021)。 
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